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言霊よもやま話　＜百味の飲食＞　其の二

「この御酒は吾が御酒ならず、酒の上、常世にいます、

石立たす、少名御神の献り来し御酒ぞ」（古事記）
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　酒はまた薬であり、石は五十葉す

なわち五十音言霊であって、石立た

すとは特に五母音に立脚したという

義である。物とはすなわち事であり、

事は人間の行為であって、物と事と

を抽象分離しては真実を捕え得な

い。その事、物の核心は言霊である。

　言霊なくして物事はない。布斗麻

邇は五母音、八父韻、三十二子音

から成る。五母音は生命の精神的

実体であって、ア（感情）、オ（経験

智）、ウ（感覚）、エ（叡智）、イ（摩

尼）の五である。八父韻は無相の五

母音を呼び出して、これと結ばれて

現象を顕すところの知性発現の契機

であり、時間空間の間に展開する万

物の相の変化の根拠である。アオウ

エ四母音と八父韻の結びによって生

まれる三十二子音は、時処位の三

要素を具備する現象の単元、実存

の中核をなす質点である。父母半母

音で合計五十音となる。この言霊五

十音を更に陰陽に取って、実際には

百音として用いる。「下津磐根に宮

柱太敷き立て」（大祓祝詞）あるごと

く、この百の言霊を人類のあらゆる文

明の基盤原型として、諸々の営みが

この上に組織され、経営され発展し

ていく。文明の一端である医学もまた

この恒常不要の原則を超えるもので

はなく、その医学の重要部面である

薬餌食餌の原理も同じく究極的には

この布斗麻邇の原典の上に組織さ

れなければならない。

　精神と肉体は一者である生命の

表裏両面である。霊魂（生命意志・

高御産巣日）と肉体（物体・神産巣

日）の相関関係が生命現象である。

この「天照大御神、高御産巣日神の

命（御言）」といわれる完成された原

理布斗麻邇の上に、いかに人類の

肉体を保つ日常の食物の原則を樹

立していったらよいか。

　五母音は生命の母体、実体、主

体、本体、能動体である。この五を内

蔵に取ればア（肝・胆）、オ（腎・膀

胱）、ウ（肺・大腸）、エ（心・小腸）、

イ（脾・胃）である。これを客体である

主食の五穀に取るとア（粟）・オ

（麦）・ウ（稗）・エ（黍）・イ（米）とな

る。穀物にもそれぞれの特性があっ

て、米食の東洋人と麦食の欧米人と

いうような、大まかな人種の区別の根

拠がここに在る。八父韻が知性発現

の契機であり、智はすなわち父（地）

である。父母をカズイロと訓む。カズ

（数）は父であり、イロ（いろは）は母

である。食物としての父韻は主食以

外の副食物の原則であり、人間知

性発現のための物質的要素である。

それには原則として八つの相がある。

五穀はエネルギー源であるから、これ

だけ摂っていては濃やかな知情意の

活動のニュアンスが顕れて来ない。

「汝の人格は汝の食物に存す」

Ｗａｓ Ｄｕ ｉｓｔ ｗａｓ Ｄｕ ｅｓｔ．というド

イツの諺は主に副食物の活らきで

あって、複雑微妙な知的活動のため

には副食の正しい配列摂取を必要

とする。八父韻キシチニヒミイリは、紅

赤橙黄緑青藍紫の八色、乾兌離震

巽欠艮坤の八卦と説かれ、味覚で

大まかにいえば甘酸苦鹹の四味（辛

を加えて五味）である。この四味八律

を科学的原素として示すならばその

成分はいかなるか。八父韻は陰陽を

基調とするが、動きであり変化である

から、それは静的、固定的な弁証法

的な簡単な陰陽の対立関係ではな

い。陽儀と陰儀は対立するが、乾の

卦は陽極、坤の卦は陰極であって、

乾が坤に移るためにはその間に六個

の卦が動く時間的空間的過程を経

て行かなければならない。

（次号につづく）

和器なる書評

「グローバリズム」という名の世界戦争で、

得をするのは誰か？

すこぶる唆られるタイトルである。読者は、トランプの裏

に何が隠れているのだろうと興味津々で手に取るだろう。

世界を牛耳る黒幕の陰謀論が展開されるのだろうか。

残念ながらそんな内容ではないが、著者の馬渕氏は、最

後までその膨らんだ期待は裏切らない。本著で氏が述べ

ているのはタイトルどおりのことである。黒幕とは誰である

か、何であるか。しかし、その本意は別にあり、氏が言及し

たいことは、実はアメリカ大統領のみに当てはまるわけで

はない。地球を住処とする我々日本人にとっても、時代の

趨勢をごく当たり前のように天地開闢 三千世界、地球

規模で俯瞰する必要があると、述べているだけである。

「トランプが起こそうとしている革命とは何か」「トランプは

反革命勢力の攻撃から生き延びることができるか」「トラ

ンプが突きつけた自国ファーストを日本はどう捉えるべき

か」。この状況下において、日本のメディアは全く本質を

見ておらず、語る術さえ持っていないと、氏の批判は手厳

しい。頭の周りを飛び回る蝿のごとく、メディアはバズって

いる雑音に過ぎず、黒幕が情報操作するためのものと、

淡 と々述べている。風貌や過激な発言・ゴシップばかりが

強調されて、おかげで我々日本人は、トランプ大統領とい

うだけで、わけが分からないエキセントリックな存在として、

ただただ戦々恐 と々している。

　本書は、その分からなさをうまく整理し、一見風変わり

に見えるこのトリックスターが大統領になった、その意味を

上手に解説してくれているのである。ある意味、この時期

にトランプが大統領になったのは、必然だったのである。

トランプは歴代の政治家たるアメリカ大統領とは似て

も似つかない。口当たりの良いグローバリズム、人道主義

を唱えるアメリカ大統領はもういないのである。ポリティカル

コネクトレス（政治的に正しいとされる考え方）による正義

（＝建前）は茶番だと、トランプは本音を言っているだけな

のだ。立場の差異による正義に、正当性は常に揺さぶら

れる、そんなことに人類は、もうすっかりうんざりしている。私

たちはもうずいぶん長い間泣かされ続けてきたのである。

さて一方で「日本の政治家」を思い浮かべてみる。そ

の姿はどうだろう。自国の利益のために何が何でも強行

するイメージは全く浮かばない。うまく立ち回って丁丁発

止やり合うというイメージもない。どうも外交的なことには不

得手な印象がある。なんというか、声高に主義主張を叫

ぶことに賤しさを感じる国民性がどこかにあるのか、口は

ばかる、口幅ったい、狡猾な言葉が自分の口から立ち上

り、それを耳で聴くことに後ろめたさ、嫌悪感、罪悪感が

ある。それはあたかも自分自信を蔑む、恥ずべき行為とい

うごとく。メディアの偏向報道は平気で行われるというの

に。自画自賛しても良いはずの「和を尊重し空気を読む

国民性」が仇になる場面が、こと国際政治における日本

のイメージなのだろうか。この美徳とも優柔不断ともいうべ

き国民性と、馬渕氏が言うように、第二次世界大戦の敗

戦国であるという東京裁判史観を墨守するようなザラつ

いた感覚を、政治家もメディアも、いつまでたっても拭い去

れないのだろうか。武士道の慎み深さや清貧の美徳に

酔わなくても、自己犠牲の尊さにすり替えなくても、もうよい

のではないか。勝つまではまだ欲しがらないのだろうか。

私たち日本人は、まだ負け続けているのだろうか。

　愛国心の無駄使いをしなくても良いのである。ナショナ

リズムもグローバリズムも、利己的な使い方をしてしまえば

同じことである。トランプ氏が就任演説で所信表明した

「自立した国同士で友好関係を結べばいい」、この言葉

通りのシンプルさが、当たり前のように通用する世界に何

とか早急になりたいものである。

　閑話休題。小笠原先生はこの情勢を見て何と言われ

るんだろう。難しいことはさておき、興味本位で、ただただ

聞いてみたいと思うのは私だけだろうか。
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アメリカ大統領を操る黒幕
ト̶ランプ失脚の条件̶

馬渕 睦夫/著
＜著者略歴＞
1946年京都生まれ。京都大学在
学中に外務公務員上級試験に合
格し同大中退。キューバ、ウクライ
ナ兼モルドバ大使を経て2008年
退官。その後防衛大学校教授に
就任、2011年退職。著書に「世界
を操る支配者の正体」など多数。




